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الإعلان عن إصدار شهادة التعرض للضررالضحية

نعرب عن تعاطفنا الصادق مع ضحايا الزلزال في 18 حزيران/ يونيو 2018م

نحن نستحوذ على طلبك في حاجة إلى إصدارنستقبل طلبات الأشخاص الذين في حاجة لإصدار "شهادة الضحيةالتعرض للضرر"، وهذا  من أجل استخدام الخدمات المختلفة أو تقديمها لشركات التأمين مثل ضحايا لضحايا مثل تدمير المنازل إلخ وخلافه بسبب الزلزال الحالي.

·  حول البحث في الخسائرفيما يخص فحص وتقدير الخسائر○
من فضلك، اتصل بقسم الضريبة العقاريةضريبة الأملاك في حاجة إلىمن أجل البحث فحص في المكان المتضرر لتأكيد لتقدير مستوى حجم الخسارة، وهذا من أجل إصدار شهادة الضحية التعرض للضرر.

·  فيما يخصحول إصدار شهادة الضحية التعرض للضرر○
سوف نصدرسيتم إصدار شهادة الضحية التعرض للضرر في من شباك قسم ضريبة الأملاكالضريبة العقارية في اليوم التالي مباشرًة بعد استكمال عملية فحص الخسائر.

	وثائق ضرورية:

	1. طلب إصدار شهادة التعرض للضرر
2. بطاقة الهوية (رخصة القيادة، بطاقة التأمين الصحي، إلخ) 
3. خطاب التفويض في حالة وجود وكيل
4. 


بعد الوصول في اليوم التالي من البحث في الخسائر
وثائق ضرورية
1 طلب إصدار شهادة الضحية 
2 بطاقة الهوية (رخصة السائق، بطاقة التأمين الصحي إلخ) 
3 خطاب التفويض في حالة ظهور الوكيل

· طلب إصدار شهادة الضحية التعرض للضرر・ 
· طلب إصدار شهادة الضحية التعرض للضرر (كتابةً على سبيل المثال) ・ 

·  فيما يخصحول تصنيف حكم مقدار الخسارة ○
نحن نعتمد مستوى نضع اعتبارنا حجم التدمير من أجل إصدار شهادة الضحية التعرض للضرر للتأكد وذلك عن طريق فحص مدى من ميل المنزل وظروف تدمير الأجزاء أجزاؤه (السقف، والجدران، والأساسات، إلخ)، وهذا يتم بناءً على معيار اعتراف تقدير الضرر الصادر عن مكتب مجلس الوزراء.

	معيار تقدير الضرر
	تصنيف مقدار الخسارة

	منزل يفتقر المقومات الأساسية للعيش.
كل المنازل التي قد انهارت أو انجرفت في المياه أو دُفنت أو فقدت تمامًا أو يصعب إعادة العيش بها عن طريق الإصلاح بسبب الأضرار الفادحة التي تعرضت لها.
	تدمير كامل

	منزل نصف مدمر. منزل من الصعب أن يعيش فيه الشخص بدون إصلاح واسع النطاق بما في ذلك إصلاح الأجزاء الرئيسية لهيكل البناء.
	تدمير نصفي كبير

	
	

	منزل يفتقد إلى جزء من مقوماته الأساسية للعيش.
على الرغم من التدمير الشديد لمثل هذا المنزل، فمن الممكن إعادة استخدامه عن طريق الإصلاح.
	تدمير نصفي

	منزل تالف ولكن حجم الخسائر به غير خطير ولا يصل إلى التدمير الكامل أو تدمير نصفي كبير أو تدمير نصفي، ويحتاج إلى إصلاح.
	تدمير جزئي (لا يصل إلى تدمير نصفي)
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اللاستفسار:
قسم الضريبة العقاريةضريبة الأملاك (المبنى الحكومي الأول في بمكتب البلدية، الطابق الثاني، رقم الغرفة 206)
06-6858-2447 مسؤول شهادة الضحيةالتعرض للضرر: 06-6858-2447







り災 (さい)証明書 (しょうめいしょ)の発行 (はっこう)に関 (かん)するお知 (し)らせ

　平成 (へいせい)３０年 (　　　ねん)６月 (　　がつ)１８日 (　　　にち)に発生 (はっせい)した地震 (じしん)により被害 (ひがい)を受けられた (う　　　　)皆様 (みなさま)には心 (こころ)よりお見舞い (　みま　)申し上げます (もう　　あ　　　　　　)。
　このたびの地震 (じしん)により、家屋 (かおく)が損壊 (そんかい)するなど被害 (ひがい)にあわれた方 (かた)で、各種 (かくしゅ)制度 (せいど)の利用 (りよう)のためや保険 (ほけん)会社 (がいしゃ)へ提出 (ていしゅつ)するために、「り災 (　　さい)証明書 (しょうめいしょ)」が必要 (ひつよう)な方 (かた)の交付 (こうふ)申請 (しんせい)を受け付けます (う 　つ　　　　)。

〇被害 (ひがい)調査 (ちょうさ)について
り災 (　 さい)証明書 (しょうめいしょ)を交付 (こうふ)するために、損壊 (そんかい)の程度 (ていど)を確認 (かくにん)するための現場 (げんば)調査 (ちょうさ)が必要 (ひつよう)になりますので、固定 (こてい)資産税課 (しさんぜいか)までご連絡 (　 れんらく)ください。

〇り災 (さい)証明書 (しょうめいしょ)の発行 (はっこう)について
　被害 (ひがい)調査 (ちょうさ)の翌日 (よくじつ)以降 (いこう)に固定 (こてい)資産税課 (しさんぜいか)の窓口 (まどぐち)で交付 (こうふ)いたします。
　必要 (ひつよう)書類 (しょるい)　①り災 (さい)証明書 (しょうめいしょ)交付 (こうふ)申請書 (しんせいしょ)
　　　　　　②本人 (ほんにん)確認 (かくにん)のできるもの（運転 (うんてん)免許証 (めんきょしょう)、健康 (けんこう)保険証 (ほけんしょう)など）
　　　　　　③代理人 (だいりにん)の場合 (ばあい)は委任状 (いにんじょう)

・り災 (さい)証明書 (しょうめいしょ)交付 (こうふ)申請書 (しんせいしょ)
・り災 (さい)証明書 (しょうめいしょ)交付 (こうふ)申請書 (しんせいしょ)（記載例 (きさいれい)）

〇被害 (ひがい)判定 (はんてい)区分 (くぶん)について
　り災 (さい)証明書 (しょうめいしょ)による損壊 (そんかい)程度 (ていど)は、内閣府 (ないかくふ)の被害 (ひがい)認定 (にんてい)基準 (きじゅん)に基 (もと)づき、家屋 (かおく)の傾き (かたむ　　)や部位 (ぶい)（屋根 (やね)、壁 (かべ)、基礎 (きそ)など）の損壊 (そんかい)状況 (じょうきょう)を確認 (かくにん)し認定 (にんてい)いたします。
	被害 (ひがい)判定 (はんてい)区分 (くぶん)
	被害 (ひがい)認定 (にんてい)基準 (きじゅん)

	全壊 (ぜんかい)
	住家 (すみか)がその居住 (きょじゅう)のための基本的 (きほんてき)機能 (きのう)を喪失 (そうしつ)したもの
住家 (すみか)全部 (ぜんぶ)が倒壊 (とうかい)、流失 (りゅうしつ)、埋没 (まいぼつ)、消失 (しょうしつ)したもの、または住家 (すみか)の損 (そん)壊 (かい)が甚だしく (はなは　　　　　　)、補修 (ほしゅう)により元通 (もとどお)りに再使用 (さいしよう)することが困難 (こんなん)なもの

	大規模 (だいきぼ)半壊 (はんかい)
	居住 (きょじゅう)する住家 (すみか)が半壊 (はんかい)し、構造 (こうぞう)耐力上 (たいりょくじょう)主要 (しゅよう)な部分 (ぶぶん)の補修 (ほしゅう)を含む (ふく　　)大規模 (だいきぼ)な補修 (ほしゅう)を行わなければ (おこな　　　　　　　　　　)当該 (とうがい)住家 (すみか)に居住 (きょじゅう)することが困難 (こんなん)なもの

	半壊 (はんかい)
	住家 (すみか)がその居住 (きょじゅう)のための基本的 (きほんてき)機能 (きのう)の一部 (いちぶ)を喪失 (そうしつ)したもの
住家 (すみか)の損壊 (そんかい)が甚だ (はなは　　)しいが、補修 (ほしゅう)すれば元通 (もとどお)りに再使用 (さいしよう)できる程度 (ていど)のもの

	一部 (いちぶ)損壊 (そんかい)（半壊 (はんかい)に至 (いた)らない）
	全壊 (ぜんかい)、大規模 (だいきぼ)半壊 (はんかい)、半壊 (はんかい)に至 (いた)らない程度 (ていど)の住家 (すみか)の破損 (はそん)で、補修 (ほしゅう)を必要 (ひつよう)とする程度 (ていど)のもの



お問い合わせ (　　と　   あ　　　　)
固定 (こてい)資産税課 (しさんぜいか)（市 (し)役所 (やくしょ)第１ (だい　　)庁舎 (ちょうしゃ) ２階 (かい)２０６番 (　　　　　ばん)）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り災 (さい)証明 (しょうめい)担当 (たんとう)　０６－６８５８－２４４７
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